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Abstract Pinus parviflora SIEB. et Zucc. dead branches were collected in 
Ishikawa Prefecture, Japan, to observe emergence of cerambycid beetles. With regard to 
individual number, the most dominant species was Leiopus guttatus BATES (5095) among 
the seven species obtained, followed by Monochamus saltuarius (GEBLER) (32.4%), while 
with regard to the biomass value the latter species was more dominant than the former. 

The productivity of wood was positively correlated with its diameter. 


LELDE 


各 樹 種 の 枯死 木 に は , 多種 の カミ キリ ムシ が 寄生 する (小鳥 ・ 中 村 , 1986; t30). 山上 
(1982) は ケヤキ の 枯れ 枝 の 調査 で , 分 類 群 別に 比較 する と 甲虫 頼 で は カミ キリ ムシ 科 が , 種 数 
個体 数 と 生物 量 に お いて 優 占 す る と 報告 し て いる . 枯れ 枝 に 寄生 する カミ キリ ムシ 類 の 種 構成 や 
構成 比 は 。 樹種 , 立木 の 大 きき , MM, 枯死 時 期 、 立地 環境 に よっ て 異な る . 山上 (1982) は , 
ケヤキ 生れ 校 に 侵入 する カミ キリ ムシ で は , 枯れ 枝 の 太 き と 体 の 大 きき に 正 の 相関 関係 が 認め ら 
れる こと を 示し て お り , 山上 ・ 三 鳥 (1990) は , 多摩 川 流域 に お ける ケヤキ 枯れ 枝 の 侵入 種 の 違 
い は 。 気候 的 要因 だ け で は な く , 都市 化 や 市 街 地 化 に よる 人 為 的 な 影響 も 強く 受け て いる と 述べ 
て いる . 

ヒメ コマ ツ Pinus parviflora SiEB. et Zucc. に 寄生 する カミ キリ ムシ は 6 種 が 記録 され て いる が, 
アカ マツ や クロ マツ な どの 二葉 松 に 寄生 する 種 数 に 比較 する と 少な い . (小島 ・ 中 村 , 1986). Z 
れ は ヒメ コマ ツ の 分 布 が 狭く , 調査 記録 が 少な いこ と に よる . 本 報 で は , ヒメ コマ ツ の 枯 損 木 に 
つい て 群集 構造 や 種 の 特性 を 明らか に する た め に , 脱出 消長 と 枝 の 直径 別種 構成 に 関す る 調査 を 
行っ た の で 報 樹 する . 
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本 稿 を 執筆 する に あたり , 枝 の 採集 を お 手伝い いた だ いた 石川 県 林業 試験 場 の 森 吉昭 氏 , 3r 
外 成 虫 の 発生 の デー タ に つい て ご 助言 いた だ いた 金沢 市 の 井村 正行 氏 に 厚く お 礼 を 申し 上 げ る . 


I. 材料 と 方 法 

右 川 県 右 川 郡 白 峯村 の ヒメ コマ ッ を 優 占 樹種 と する 林 分 で , 林道 朋 の ヒメ コマ ッ ツ (D. B. H.: 
37.9cm, 標高 550m) が 1994 年 の 雪害 で 根元 か ら 倒れ た . この 倒木 に ,、 同年 の 3 月 下旬 か ら 6 月 
上 旬 に ニモ ハイ イロ ハナ カミ キリ Rhagium femorale N. Ougayasu が 飛来 し , 6 月 上 旬 に カラ フト ヒ 
ゲ ナ ガ カ ミキ リ Monochamus saltuarius (GERLER) が 。 7 月 下旬 か ら 8 月 上 旬 に ツウ シマ ム ナ クボ カミ 
キリ Cephalallus unicolor (GauAN), ヒゲ ナガ カミ キリ M. grandis WATERHOUSE, ヒゲ ナガ モモ プ ト 
カミ キリ Acanthocinus griseus (FABRICIUS), ナカ バ ヤ シモ モ プ トカ ミキ リア ejops guttatus BATES が 
RELA. 

この 側 本 の 校 の 一 部 を 1994 年 9 月 30 日 に 採集 し て , (I BOSE RETOGIE A EA ER 
16Sm) の 野外 綱 室 内 に 搬入 し , きら に 1995 年 の 4 月 に 実験 室内 に 移動 し た . 採集 し た 枝 は 12cm 
以下 か ら 直 径 別に 6 段階 に 分 け て , 1995 年 $-8 月 に 約 1 週 間隔 で 脱出 虫 を 回収 し た . 回 収 し た カ 
ミキ リム シ ジ は 十分 に 乾 培 きる せ た の ち , 重量 を 測定 し た . 採集 し た 枝 の 材積 と 樹 友 面積 を Table 1 
に 示し た . 

材 の 管理 を 行っ た 実験 室 は , 空調 設備 の な い 鉄 筋 う 階 念 て の 2 階 の フロ アー で , 1 階 の フロ ア 


Table 1. The volume and bark area in each class of wood diameter. 


Diameter (cm) 12-8.1 8-5.1 5-—4.1 4-3.1 3-1.1 1-0 


Bark area (cnr) 191 416 944 774 918 4311 


Volume (cm?) 15011 13786 15011 7443 2882 3384 


-E UNAZA N to, 1 階 フ ロア ー の 5.6.7.8 月 の 平均 気温 は . 172, 19.1, 245. 28. 1C C 
っ た . 実験 終了 後に 。 それ ぞ れ の 枝 の 一 部 を 割 材 し て ,. カミ キリ ムシ 笠 幼虫 が いな いこ と を 確認 
LA 


HI. 結 ES 


脱出 し た カミ キリ ムシ は ,。 カラ フト ヒゲ ナ が カミ ギリ 。 ヒゲ ナガ カミ キリ 。 ビ ロ ウ ドカ ミキ リ 
Acalolepta fraudatrix (BATES)、 二 モビ ロウ ドカ ミキ リ A. sejuncta (Bares), ヒメ シラ オビ カミ キリ 
Pogonocherus fasciculatus (DE GEER)、 す カバ ヤシ モモ プ ト カ ミキ リ . シラ ホシ カミ キリ Glenea 
relicta PAsCOE の 7 種 で あっ た (Fig. 1). カミ キリ ムシ 以外 の 伴 孔 是 や カミ キリ ムシ の 天敵 と な る 
種 の 出現 は 僅少 で あっ た . 

1 週間 ご と の 脱出 消長 を Fig. 2 に, 枝 の 直径 別種 構成 を Fig. 3 に 示し た . 脱出 虫 は 5 月 中 旬 か ら 
8 月 上 旬 ま で 見 られ た . 直径 8.1 一 12cm の 枝 が 種 数 、 個 体 数 と も に も っ と も る 多く, 枝 の 直径 が 小 
さく な る は ほど, と も に 少な く な る 傾向 を 示し た . これ ら 7 種 の 総 乾 燥 重量 と 平均 値 を Table 2 に 示 
し だ 。 
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Fig. 1. Cerambycid beetles emerged from the dead branches of Pinus parviflora SiEB. et Zucc. — A. 
Monochamus grandis WATERHOUSE; B, M. saltuarius (GEBLER); C, Acalolepta fraudatrix (Bates): D, 
A. sejuncta (BATES); E, Pogonocherus fasciculatus (DE GEER): F, Leiopus guttatus BATES: G, Glenea 
relicta PASCOE. 


Table 2. Total and average dry weight of seven cerambycid beetle species. 





Weight of 
Species No. 

tot. (mg) ave. (mg) 
M. saltuarius 22 851 38.7 € 20.6 
M. grandis 2 1340 670.03-470.9 
A. fraudatrix 4 254 63.5 15.0 
A. sejuncta 2 75 37,5-E17.7 
P. fasciculatus 1 + 4.0-- 0.0 
L. guttatus 34 223 6.6--2.9 
G. relicta 3 2 37.7 土 2.9 





IV. 考 zx 


カラ フト ヒゲ ナガ カミ キリ は , 3 月 中 旬 か ら 6 月 中 旬 ま で の 1 ヵ月 間 に 発生 し て 5 月 下旬 に 人 葉 生 
の ビー ク が ある が , ナカ バ ヤ シモ モブ トカ ミキ リ は , 6 月 上 旬 か ら 8 月 上 旬 の 2 ヵ月 間 に 発 生 し 
T, 目立っ た ビー クタ ク が 見 られ な い (Fg 2). 山上 (1989) は , 春 早 < 出現 する 種 ほど 羽化 時 期 が 
結 期 間 に 集中 する 傾向 が ある と 述べ て いる が , この 2 種 を 比較 し て も 前 種 で 同様 な 令 向 が 見 5 
IU. 

カラ ブフ トビ ヒゲ ナガ カミ キリ は 3.1cm 以上 の 枝 か ら 発 生 し , 直径 が 大 きく な る と 発生 個体 数 が 多 
く な り , 8.1 一 12cm の 枝 で も っ と も 多く の 個体 が 発生 し た . ナカ バ ヤ シモ モブ トカ ミキ リ は 直筆 
5 一 8cm の 校 か ら も っ と も 多く の 個体 が 発生 し て いる が . いずれ の 直径 級 か ら も 発生 し た (Fig. 
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Fig. 2. Emergence periods of seven cerambycid beetle species. 
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Fig. 3. Composition of cerambycid beetle species in each class of wood diameter. 
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3). 体 サ イズ は カラ フト ヒゲ ナガ カミ キリ の 方 が 大 きい の で (Fig. 1), 枯れ 枝 に 侵入 する カミ キ 
リム シ は 枯れ 枝 の 太 き と 体 の 大 きき に 正 の 相関 関係 が ある , と し た 山上 (1982 の 報告 と 一 致す 
D. 

カラ フ ブ ト ヒゲ ナガ カミ キリ の 発生 個体 数 割合 は 32.49%, ナカ バ ヤ シモ モ プ トカ ミキ リ は 350.0% 
€, これ ら 2 種 で は 82.4% で あっ た (Figs.2, 3). カラ フト ヒゲ ナガ カミ キリ は , 発生 個体 数 の 割 
合 が ナオ カバ パ ヤシ モモ プ ト カ ミキ リ に 劣る が , 種別 の 総 乾燥 重量 で は カラ フト ヒゲ ナガ カミ キリ が 
8S1 mg で, ナカ バ ヤ シモ モ プ トカ ミキ リ の 223mg よ り 大 きい 値 を 示し た (Table 2). 発生 個体 数 
で は ナカ バ ヤ シモ モ プ トカ ミキ リ が 優 占 し て , 生産 量 で は カラ フト ヒゲ ナガ カミ キリ が 優 占 し て 
いる の で , これ ら 2 種 の 優 占 度 の 比較 は 難し い . きら に ヒゲ ナガ カミ キリ の 総 乾燥 重量 は 
1340mg で 最高 値 を 示し た が (Table 2), 発生 個体 数 割合 は 3.0% で 低く , 8.1 一 12 cm ORDO OA 
発生 し て いる こと か ら , この 種 を 優 占 種 と し て は 評価 で き な い . 

この 2 種 が これ ら の 枝 か ら 優 占 的 に 発生 し た の は , この 2 種 の 分 布地 で ある 白峰 桂 に , 寄生 に 
適し た 樹種 が 出現 し た こと , 産卵 時 期 に 適し た 枯 損 状態 で あっ た こと , 寄生 部 位 と 食害 材 採取 部 
位 が 一 致し た こと の 3 点 が そろ っ た 結果 で , 発生 が 少な か っ た 5 種 は これ ら の 条件 の いずれ か が 
欠け て いる こと に より 劣性 種 し な っ た と 考え た えら れる. すなわち , ビ ロ ウ ドカ ミキ リ , ニセ モビ ロウ 
ドカ ミキ リ , シラ ホシ カミ キリ の 3 種 は , お も に 広葉 樹 寄 生 で あり (小島 ・ 中 村 , 19860, ヒゲ 
ナガ カミ キリ は 大 型 種 の た め 単 位 材積 当たり の 発生 個体 数 が 上 少なく, お も に 大 径 幹 に 寄生 する 
CEHE, 1992), また ヒメ シラ オビ カミ キリ は 石川 県 下 で は 低 標高 の 二葉 マツ に 寄生 し (井村 , 
1993)、 い ずれ も ヒメ コマ ツ が 最適 樹種 で は な か っ た こと で 個体 数 が 制限 きれ た の で あろ う . 
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